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筆者は日本に所在する15世紀ヨーロッパ活版印刷本
（incunabula：インキュナブラ、インキュナビュラ、イ
ンクナブラ）の全国所在調査を行っている（1）。この調査
の一環として2003年10月に関西学院大学図書館に所蔵
されている2点の聖書を拝見させて頂いたので、それら
の特徴について報告したい。
グーテンベルク『42行聖書』
1点目はグーテンベルク印行ラテン語聖書、いわゆる
『42行聖書』の第2巻の零葉2枚である。宮谷宣史教授が
『時計台』No.71（Apr. 2002）（2）で「グーテンベルク聖
書」について述べられているので、そこでは言及され
なかった書誌学的な事項について記述しておこう。こ
れら2葉は第2巻の145葉と146葉であり、寸法はそれぞ
れ360×264mm。旧約聖書の「ホセア書」11章8節以降
と「ヨエル書」1－3章を含み、各章冒頭のイニシャル
が2行分の高さで朱書きされ、145葉裏の「ヨエル書」
冒頭には6行分の高さで「V」が青で装飾的に書き入れ
られている。また、145葉表のヘッドラインには「Osee」、
146葉表には「Jobel」と書かれている。このように巻頭
や章冒頭のイニシャルやヘッドラインを赤や青で書き
入れることを「ルブリケイション（rubrication）」と言
い、中世の写本文化の伝統に由来するものである。
『42行聖書』第2巻は32の折丁から構成され、初めの
15の折丁がいずれも10葉からなる。これら2葉はその15
番目の折丁の第5－6葉にあたり、本来はbifoliumという
一続きのシートであった。しかし、スクリブナー
（Scribner's Son）が販売時に1葉ずつにカットしてそれ
ぞれをケースに入れたと思われる。実際、2葉の切れ目
を見れば元は一続きであったことが容易に判明する
（図1－2）。
宮谷教授が述べているように、これら2葉はドイツの
トリアー近郊の農家で偶然に発見された不完全本の第2
巻に由来する。この不完全本第2巻は「T rier II」と呼
ばれている。「T rier II」とセットになる第1巻はベルギー
のモンにある不完全本（M ons）であったことが明らか
にされている。両巻は多くの葉が抜き取られて世界中
に散逸している。最近アメリカのホワイト（White,
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グーテンベルク
『42行聖書』第2巻145-146葉のouter sheet
図2
グーテンベルク
『42行聖書』第2巻145-146葉のinner sheet
Eric M arshal）氏が両巻の散逸した各葉を追跡して、
どの葉がどこに所在するのかをリストにした（3）。筆者が
以前調査した大阪青山短期大学図書館所蔵の2葉につい
ても彼から問い合わせがあり、M onsに由来することが
画像によって確認された。これら2葉は第1巻の142葉と
145葉からなるbifoliumである。こうして、館蔵の2葉は
大阪青山短期大学所蔵の2葉と同じセットに由来するも
のであることが判明したのである。
ところが、ホワイト氏のリストには館蔵の2葉も掲載
されており、「ワシントン州スポケインのルドルフ・リ
ューソルド夫人旧蔵（Formerly Spokane, W A. M rs.
Rudolph Leuthold）（ノーマン 209）」と記述されてい
る。参照されているノーマン（Norman, D on Cleveland）
の本に掲載された零葉リスト209番を確認すると、そこ
にはスクリブナーに由来するとの注記がない（4）。ホワイ
ト氏に問い合わせると、彼はアメリカでこれら2葉を見
ていないが、これまで『42行聖書』第2巻の零葉として
第145－146葉の所在が記録された例を挙げて、146葉の
みが英国のブラックバーンにある博物館に所蔵される
以外には第145－146葉が同時に記録された例はノーマ
ンが唯一であるという。しかもノーマンのリストには
誤りが多いため、これがスクリブナーによって販売さ
れたものである可能性が高いという。ちなみに、リュー
ソルド夫人は書物収集家としてはほとんど知られてい
ない。そのような人物が『42行聖書』の続きの2葉を一
緒に所蔵することは稀有である。したがって、これら2
葉は夫人によって別々に収集されたものではなく、セッ
トで入手されたものとみなされよう。そうであるなら
ば、夫人の2葉は1953年以降にスクリブナーによって販
売されたセットである可能性が高い。つまり、ホワイ
ト氏の言を信じれば、館蔵の2葉はワシントン州スポケ
インのルドルフ・リューソルド夫人旧蔵ということに
なろう。
コーベルガー『ラテン語聖書』
2点目は『時計台』No.73（Sept. 2003）に紹介された
コーベルガー印行『ラテン語聖書』である（5）。15世紀最
大の印刷業者と言われたニュルンベルクのアントン・
コーベルガー（Anton Koberger）が1478年4月14日に
印行した『ラテン語聖書』は、修道僧メナルドゥス
（M enardus）がヤコブス・デ・イセナコ（J acobus de
Ysenaco）（アイゼナッハ？）に宛てた書簡が付加され
た注釈なし聖書のグループに属する。このグループの
初版はバーゼルのベルンハルト・リヘル（B ernhard
Richel）が1474年頃に上梓し、1477年にコーベルガーが
福音書対観表を巻末に追加した。館蔵本はこのグルー
プの第6版であり、メナルドゥス書簡と福音書対観表が
巻末に置かれている。ちなみに、同じ版はわが国では
他に明星大学図書館が所蔵している。コーベルガーは
この版を1478年11月、1479年8月、1480年4月に再刊し
ている。
館蔵本は第1葉を欠く不完全本であるが、装飾、製本、
来歴の点でユニークである。まず、装飾であるが、第2
葉表左コラムの3行目から13行分のスペースに「Frater」
のFが金、赤、青、薄緑色を用いて豪華に彩色され、植
物文様で装飾されて巻頭を華麗にしている。そして、
各書の巻頭と各章の始めのイニシャルとパラグラフマー
クは赤と青で交互にルブリケイションが施されている
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図3
コーベルガー
『ラテン語聖書』第2葉表
（図3）。ドイツで行われた装飾であると推測される。
製本は15世紀当時のもので、こげ茶色の仔牛革の表紙
全面に斜格子状に空押しが施され、上端と下端には三
つ葉形の花文の刻印が見られる。表紙平の四隅および
中央には半球状の金具があり、表紙の各コーナーには
鉤形の金具が留められ、さらに前小口側に表紙を留め
る1対のクラスプの留金が残っており、堅牢なゴシック
装丁をよく保存している。上記の三つ葉形花文がウィー
ンの製本に見られるため、製本地はウィーンであるこ
とが判明する（6）。一方、表表紙に「B iblia impressa」
（印刷された聖書）という書名がゴシック書体で書かれ
ており、写本と区別していたことを推測させる（図4）。
館蔵本のもっとも興味深い点は、第2葉表の上方中央
にペンではっきりと「Ad Bibiliothecam W inbergensis
M onasterij」と書かれていることである（図5）。これは
ドイツ南部のヴィントベルク（W indberg）のプレモン
トレ修道院（Premonstratensian Abbey）図書館に何某
が寄進したことを示す書き込みである。英国図書館初
期刊本部キーパーのゴールドフィンチ（G oldfinch, John）
氏によれば同じ書き込みが英国図書館所蔵本にも見ら
れるという（7）。この修道院では1468－97年の間に収蔵さ
れた写本および印刷本の目録が作られていた（8）。それら
の多くは寄進されたものであるが本書は記載されてな
い。この年代以降に寄進されたものであろうか。同修
道院は1803年のナポレオンによる修道院財産の世俗化
政策で蔵書が散逸したが、現在も修道院は存続している。
以上のように、2点のインキュナブラの調査で判明し
た書誌学的な特徴を記述したが、これらは今までほと
んどどこにも記録されていないユニークな情報である。
インキュナブラは刊行後すでに500年以上を経ているた
め、各コピーには独自の歴史が刻まれている。それを
注意深く読み取ることによってそれぞれのコピーの位
置づけが可能になるのである。
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コーベルガー
『ラテン語聖書』の装丁
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コーベルガー『ラテン語聖書』第2葉表の書き込み
